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幼
児
の
自
転
車
関
連
事
故
の
実
態

-
病
院
受
診
事
例
か
ら
-

「
長
村
教
生

・
1
伊
藤
陽
里

さ
わ

だ
∴
∴
∴
た
だ
し

「
清
沢
伸
幸

.
2
駒
鄭

雌

ゼ
津
田

薄

は
じ
め
に

交
通
事
故
分
析
総
合
セ
ン
タ
ー
の
交

通
兢
計
り
に
よ
れ
ば
、
6
歳
未
満
の
幼

児
の
自
転
車
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
を

1
9
9
6
年
と
2
0
0
6
年
で
比
較
す

る
と
、
自
転
車
運
転
中
の
死
傷
者
数
が

約
・
2
%
減
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

自
転
車
同
乗
中
の
死
傷
者
数
は
塊
・
0

%
増
え
て
お
り
、
自
転
車
同
乗
中
の
事

故
へ
の
早
急
な
防
止
対
策
が
望
ま
れ
る
。

宮
本
ら
初
は
、
幼
稚
園
児
の
保
護
者
5

8
1
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
自
転
車
補
助
梼
子
の
購
入
率
は

粥
・
4
%
に
上
り
、
補
助
梼
子
を
購
入

し
た
認
・
8
%
の
親
が
子
ど
も
を
乗
せ

て
け
が
を
さ
せ
た
経
験
を
持
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
自
転
車
同
乗
中
の
幼
児
の

事
故
は
他
の
事
故
で
は
例
が
な
い
ほ
ど

高
頻
度
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
は
1
9
7
8
年
よ
り
全
国
の
協

力
病
院
(
柳
施
設
)
か
ら
商
品
間
運
事

故
の
危
害
情
報
を
収
集
す
る
シ
ス
テ
ム

を
運
用
し
て
い
る
。
今
回
、
我
々
は
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
デ
ー
タ
提
供
を

受
け
、
6
歳
未
満
の
幼
児
の
自
転
車
に

関
連
し
た
病
院
受
診
事
故
の
実
態
に
つ

い
て
分
析
し
た
の
で
報
告
す
る
。

対
象
と
方
法

2
0
0
0
年
5
月
̃
2
0
0
6
年
9

月
(
6
年
5
カ
月
)
に
協
力
病
院
を
受

診
し
、
協
力
病
院
が
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
た
6

歳
未
満
の
幼
児
の
自
転
車
事
故
に
関
連

し
た
危
害
情
報
は
6
7
8
例
(
男
児
3

1
1
例
、
女
児
3
0
7
例
)
で
あ
っ
た
。

発
生
状
況
の
詳
細
が
不
明
な
例
が
1
3

6
件
あ
り
、
今
回
は
残
り
5
4
2
例
を

分
析
対
象
(
表
1
)
と
し
た
。

対
象
を
工
群
‥
幼
児
が
1
人
で
自
転

車
を
使
用
中
に
発
生
し
た
事
故
(
1
6
例
、

3
・
0
%
)
、
Ⅱ
群
‥
幼
児
が
自
転
車
に

同
乗
中
に
発
生
し
た
事
故
(
4
9
5
例
、

飢
・
3
%
)
、
Ⅲ
群
‥
置
い
て
あ
る
自
転

車
が
対
象
物
件
と
な
っ
た
事
故
(
凱
例
、

5
・
7
%
)
の
3
群
に
分
類
し
た
。
さ

ら
に
、
Ⅱ
群
は
A
群
‥
事
故
発
生
時
に

自
転
車
を
走
行
中
(
4
3
2
例
、
全
体

の
7
9
・
7
%
)
、
B
群
‥
停
車
中
(
6
3
例
、

全
体
の
u
・
6
%
)
に
細
分
類
し
た
。

結

果

年
齢
分
布
(
表
2
)
は
、
1
歳
が
1
4

0
例
と
最
も
多
く
、
次
い
で
3
歳
1
2

4
例
、
2
歳
1
0
2
例
、
4
歳
凱
例
、

5
哉
㈱
例
、
0
歳
舷
例
の
順
に
な
っ
て

い
た
。
各
群
別
に
み
る
と
重
群
は
全
例

が
4
歳
以
上
で
あ
っ
た
が
、
Ⅱ
A
群
は

い
ず
れ
の
年
齢
で
も
7
̃
8
割
を
占
め

て
い
た
。
一
方
、
Ⅱ
B
群
は
0
̃
2
歳

の
年
少
児
で
は
1
̃
2
割
で
あ
っ
た

が
、
3
̃
5
歳
の
年
長
児
で
は
2
・
2

̃
5
;
6
%
に
減
少
し
て
い
た
。
Ⅲ
群

は
4
歳
未
満
に
や
や
多
く
み
ら
れ
た
。

事
故
の
き
っ
か
け
(
表
3
)
は
、
「
転

倒
・
転
落
」
が
最
も
多
く
(
0
0
・
0
%
)
、

以
下
、
「
巻
き
込
み
」
(
紘
・
7
%
)
、
「
衝

突
」
(
5
・
4
%
)
の
順
で
あ
っ
た
。
群

別
に
み
る
と
、
I
群
で
は
「
転
倒
・
転

落
」
(
餓
・
9
%
)
、
「
衝
突
」
(
1
8
・
8
%
)
、

「
巻
き
込
み
」
(
1
2
・
5
%
)
の
順
に
な
っ

て
い
た
。
一
方
、
Ⅱ
A
群
は
「
転
倒
・

転
落
」
(
弱
・
0
%
)
、
「
巻
き
込
み
」
(
4
1
・

2
%
)
、
「
衝
突
」
(
2
・
8
%
)
の
順
で
、

「
巻
き
込
み
」
の
割
合
が
会
稽
中
で
最

も
高
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅱ
B
群

の
事
故
の
き
っ
か
け
は
録
例
会
例
が

「
転
倒
・
転
落
」
で
あ
っ
た
。
Ⅲ
群
で

は
「
衝
突
」
の
割
合
が
全
群
中
で
最
も

高
か
っ
た
。

危
害
部
位
(
表
3
)
は
「
頭
部
」
が
最

多
(
0
0
・
1
%
)
で
、
次
い
で
「
下
肢
」

(
紘
・
7
%
)
、
「
上
肢
」
(
4
・
4
%
)
、
「
腹

部
」
(
0
・
6
%
)
、
「
胸
部
」
(
0
・
2
%
)

の
順
に
な
っ
て
い
た
。
I
、
Ⅱ
A
、
Ⅲ

詳
と
も
に
「
頭
部
」
「
下
肢
」
「
上
肢
」
「
腹

部
」
「
胸
部
」
の
順
で
あ
っ
た
が
、
Ⅱ
A

群
は
「
下
肢
」
(
4
1
・
9
%
)
の
割
合
が
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全
群
中
で
最
も
高
く
、
Ⅲ
群
で
は
「
上

肢
」
の
割
合
(
2
5
・
8
%
)
が
全
群
中

で
最
も
高
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ⅱ

B
群
は
全
例
が
「
頭
部
」
に
危
害
を
受

け
て
い
た
。

処
置
の
見
込
み
(
重
症
度
)
と
の
関

係
(
表
4
)
は
、
「
要
通
院
」
(
岱
・
1
%
)

と
「
即
日
治
癒
完
了
」
(
4
5
・
6
%
)
で

9
剖
以
上
を
占
め
、
「
要
入
院
」
は
4
・

4
%
、
「
治
療
不
要
」
は
1
・
3
%
で
あ

っ
た
。
津
別
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が

表1分析対象

分類 事故の発生状況 事故件数 構成割合 

I群 幼児が1人で自転車を使用中 

16 432 3.0% 79.7% 

Ⅱ群 幼児が自転車に同乗中 

ⅡA群 自転車を走行中 

ⅡB群 自転車を停車中 63 11.6% 

Ⅲ群 置いてある自転車が対象物件 31 5.7% 

計 542 100.0% 

表2 年齢分布(n二542、カツコ内は構成割合〔%〕)

分類 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計 

I群 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 5(5.5)11(17.5) 16(3.0) 

ⅡA群 18(81.8)100(71.4)75(73.5)109(87,9)81(89.0)49(77.8) 432(79.7) 

ⅡB群 3(13.6)31(22.1)18(17.6) 7(5.6) 2(2.2) 2(3.2) 63(11.6) 

Ⅲ群 1(4.5) 9(6.4) 9(8.8) 8(6.5) 3●(3.3)1(1.6) 31(5.7) 

計 22(100)140(100)102(100)124(100) 91(100) 63(100) 542(100) 

表3 事故のきっかけおよび危害部位(nこ542、カツコ内は構成割合〔%〕)

分類 
事故のきっかけ 危害部位 

計 
転倒・転落 巻き込み 衝突 頭部 胸部 上肢 腹部 下肢 

I群 11(68,8) 2(12.5)3(18.8) 7(43.8)0(0.0)3(18.8)2(12.5)4(25.0) 16(100) 

ⅡA群 242(56.0)178(41.2)12(2.8) 236(54.6)1(0.2)13(3.0)1(0.2)181(41.9) 432(100) 

ⅡB群 63(100) 0(0.0)0(0.0) 63(100)0(0.0)0(0.0)0(0.0) 0(0.0) 63(100) 

Ⅲ群 9(29.0) 8(25.8)14(45.2) 20(64.5)0(0.0)8(25.8)0(0.0) 3(9.7) 31(100) 

計 325(60.0)188(34.7)29(5.4) 326(60.1)1(0.2)24(4.4)3(0.6)188(34.7) 542(100) 

み
ら
れ
た
が
、
I
、
Ⅲ
群
は
全
例
処
置

を
必
要
と
し
、
「
要
通
院
」
「
要
入
院
」
の

割
合
は
と
も
に
工
群
が
全
群
中
で
最
も

高
か
っ
た
。
ま
た
、
Ⅱ
A
群
は
「
要
通

院
」
(
5
0
・
5
%
)
、
「
即
日
治
療
完
了
」

(
挫
・
0
%
)
、
「
要
入
院
」
(
4
・
2
%
)
、

「
治
療
不
要
」
(
1
・
4
%
)
の
順
、
Ⅱ
B

群
は
「
即
日
治
療
完
了
」
(
5
8
・
1
%
)
、

「
要
通
院
」
(
紘
・
9
%
)
、
「
要
入
院
」

(
4
・
8
%
)
、
「
治
療
不
要
」
(
1
・
6
%
)

の
順
で
、
I
群
、
Ⅱ
A
群
、
Ⅱ
B
群
の

順
に
重
症
度
は
高
か
っ
た
が
、
Ⅱ
B
群

(
停
車
中
の
事
故
)
で
も
緊
急
入
院
を
必

要
と
す
る
症
例
が
3
例
み
ら
れ
た
。

同
乗
時
の
幼
児
の
乗
車
位
置
が
明
ら

か
で
あ
っ
た
2
9
2
例
に
つ
い
て
、
乗

車
位
置
が
同
乗
者
よ
り
前
方
か
後
方
か

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
(
表
5
)
、
Ⅱ
A
群

は
後
方
が
多
く
(
柳
・
3
%
)
、
Ⅱ
B
群

で
は
前
方
が
多
か
っ
だ
(
8
7
・
9
%
)
。

考

察

2
0
0
6
年
の
自
転
車
乗
車
中
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
1
7
万
5
4
5
3

例
(
全
年
輪
)
を
主
損
傷
部
位
別
に
み
る

と
、
「
脚
部
」
(
了
万
1
4
6
1
例
、
約
・

7
%
)
が
最
多
で
、
次
い
で
「
頭
部
」
(
2

3
4
7
例
、
1
3
・
4
%
)
の
順
に
な
っ
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て
い
た
が
、
死
亡
者
8
1
2
名
の
中
で

は
「
頭
部
」
(
5
2
3
例
、
餌
・
4
%
)

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
り
。
こ
れ
ら
の

結
果
は
、
自
転
車
事
故
に
お
け
る
頭
部

損
傷
の
危
険
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

り
、
と
り
わ
け
転
倒
・
転
落
時
に
自
ら

防
御
で
き
な
い
幼
児
の
頭
部
保
護
対
策

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

実
際
、
今
回
の
調
査
で
も
、
幼
児
の

衷4 処置の見込み(重症度) (n二542、カツコ内は構成割合〔%〕)

分類 治療不要 即日治療完了 要通院 要入院 計 

I群 0(0.0) 5(31.3) 9(56.3)2(12.5) 16(100) 

ⅡA群 6(1.4)190(44.0)218(50.5)18(4.2) 432(100) 

ⅡB群 1(1.6) 37(58.7) 22(34.9) 3(4.8) 63(100) 

Ⅲ群 0(0.0)15(48.4)15(48.4)1(3.2) 31(100) 

計 7(1.3) 247(45,6)264(48.7)24(4.4) 542(100) 

自
転
車
事
故
に
開
通
し
た
病
院
受
診
事

例
の
う
ち
、
事
故
の
き
っ
か
け
は
「
転

倒
・
転
落
」
が
最
も
多
く
、
危
害
部
位

は
「
頭
部
」
が
最
も
多
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
幼
児
が
自
転
車
を
使
用
す
る

際
に
は
、
1
人
で
乗
車
す
る
場
合
で
も

同
乗
す
る
場
合
で
も
、
ま
た
走
行
中
、

停
車
中
に
か
か
わ
ら
ず
、
頭
部
を
保
護

す
る
た
め
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
常
に

必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

欧
米
に
お
け
る
自
転
車
乗
車
中
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
の
取
り
組
み
状
況

を
み
る
と
、
1
9
9
0
年
7
月
1
日
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州

表5 同乗時の乗車位置(n=乗車位置不明

〔250名)を除く292、カツコ内は構

成割合〔%〕)

分類 同乗者より 同乗者より 計 

前方 後方 

ⅡA群 77(29.7)182(70.3) 259(100) 

ⅡB群 29(87.9) 4(12.1) 33(100) 

計 106(36.3)186(63.7) 292(100) 

(
全
年
齢
が
対
象
)
、
同
年
1
0
月
1
日
に

米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ハ
ワ
ー
ド
群

(
1
6
歳
未
満
が
対
象
)
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
法
制
化
さ
れ
て
以
降
、
カ
ナ
ダ
、

ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
な
ど
で
法
制
化
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
コ
ク
ラ
ン
共
同
計
画
に
よ
る
デ

ー
タ
解
析
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
よ
り
全
年
齢
の
自
転
車
事
故
で
頭

部
、
脳
神
経
外
傷
の
危
険
が
6
3
̃
鎚
%

減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
。
ま
た
、
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
1
9
9

4
年
1
月
1
日
よ
り
1
8
歳
未
満
の
者
に

対
し
て
公
道
で
の
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
法
制
化
さ
れ
た
。

「
8
ら
の
が
、
1
8
歳
未
満
群
と
1
8
歳
以

上
群
に
分
け
て
同
州
に
お
け
る
自
転
車

関
連
事
故
に
よ
る
入
院
患
者
(
死
亡
例

は
除
く
)
に
つ
い
て
、
法
制
化
の
前
3

年
間
と
後
7
年
間
で
比
較
調
査
し
た
結

果
、
1
8
歳
以
上
群
の
脳
外
傷
の
割
合
は

法
制
化
の
前
後
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
の

に
対
し
、
1
8
歳
未
満
群
の
脳
外
傷
の
割

合
は
法
制
化
後
に
1
8
・
2
%
減
少
し
て

お
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
よ
る
有
意
な
脳

保
護
効
果
が
認
め
ら
れ
た
と
報
告
し
て

い
る
。
し
か
も
、
「
e
の
ら
は
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
脳
保
護
効
果
が
特
に
0
̃
9
歳

で
著
明
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お

り
、
幼
児
の
自
転
車
使
用
時
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
有
用
性
を
衷
づ
げ
ろ
も
の

と
思
わ
れ
た
。

6
歳
未
満
の
自
転
車
関
連
事
故
で
は
、

幼
児
が
自
転
車
に
同
乗
中
に
発
生
し
た

事
故
が
9
剖
以
上
を
占
め
だ
が
、
そ
の

中
で
も
事
故
発
生
時
に
自
転
車
を
停
車

中
で
あ
っ
た
Ⅱ
B
群
は
年
少
児
(
0
̃

2
歳
)
に
多
く
、
Ⅱ
B
群
全
例
で
事
故

の
き
っ
か
け
は
「
転
倒
・
転
落
」
、
危
害

部
位
は
「
頭
部
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

自
転
車
停
車
中
の
事
故
で
あ
っ
て
も

「
要
通
院
」
「
要
入
院
」
が
み
ら
れ
た
よ

う
に
、
決
し
て
軽
症
で
は
す
ま
な
い
場

合
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
3
歳
未

満
で
は
停
車
中
の
事
故
に
も
十
分
な
注

意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

停
車
中
の
自
転
車
の
補
助
椅
子
に
幼

児
用
人
体
ダ
ミ
ー
(
3
歳
児
)
を
着
座
さ

せ
た
状
態
の
転
倒
衝
撃
実
験
で
、
幼
児

の
頭
部
が
路
面
に
衝
突
し
た
際
に
生
じ

る
衝
撃
は
、
一
般
に
深
刻
な
頭
部
傷
害

を
惹
起
す
る
程
度
を
超
え
た
が
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
に
よ
り
そ
の
衝
撃
は
5
̃

6
剖
程
度
に
緩
和
さ
れ
た
曾
こ
の
結

果
か
ら
も
、
自
転
車
同
乗
中
の
幼
児
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
必
須
と
思
わ
れ
た
。
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中
畑
高
中
国
白
眉
掘
割論時

ま
た
、
Ⅱ
B
群
の
乗
車
位
置
は
前
方

が
多
か
っ
た
が
、
年
少
児
の
場
合
、
保

護
者
は
子
ど
も
が
自
分
の
祝
野
内
に
い

る
方
が
安
心
で
き
る
こ
と
も
あ
り
子
ど

も
を
前
方
に
乗
せ
る
こ
と
が
多
い
と
推

測
さ
れ
た
。
し
か
し
、
停
車
中
は
前
座

席
の
方
が
後
座
席
よ
り
重
心
が
不
安
定

で
、
転
倒
・
転
落
の
危
険
が
増
す
上
、

乗
車
位
置
が
高
く
転
倒
時
に
頭
部
が
地

面
に
直
接
衝
突
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

足
を
広
げ
て
座
る
た
め
に
転
倒
時
に
ま

ず
脚
部
が
衝
突
し
て
か
ら
頭
部
が
衝
突

す
る
後
座
席
よ
り
、
前
座
席
か
ら
の
転

倒
・
転
落
の
方
が
頭
部
へ
の
衝
撃
は
8

倍
以
上
強
く
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
や
幼
児
を
前
方
に
乗
せ
て
停
車

す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

全
年
齢
で
自
転
車
事
故
の
約
8
割
を

占
め
る
Ⅱ
A
群
で
も
、
「
転
倒
・
転
落
」

に
よ
り
頭
部
に
危
害
を
受
け
る
例
が
最

も
多
か
っ
た
。
事
故
の
き
っ
か
け
で
は

「
巻
き
込
み
」
、
危
害
部
位
で
は
「
下
肢
」

の
割
合
が
全
群
中
で
最
も
高
く
、
さ
ら

に
乗
車
位
置
は
後
方
が
多
か
っ
た
こ
と

が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

Ⅱ
A
群
で
は
、
幼
児
を
後
方
に
乗
せ
て

走
行
し
て
い
た
た
め
、
「
転
倒
・
転
落
」

だ
け
で
は
な
く
「
巻
き
込
み
」
に
つ
い

て
も
同
乗
者
の
注
意
が
行
き
届
か
な
か

っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
、
両
者
の
危

険
性
を
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
Ⅱ
A
群
の

事
故
発
生
状
況
(
自
由
記
載
)
の
中
に

は
「
停
止
し
よ
う
と
し
た
時
」
(
6
例
)
、

「
押
し
歩
き
中
」
(
2
例
)
、
「
発
進
時
」
「
パ

ッ
ク
さ
せ
た
時
」
(
各
1
例
)
と
い
っ
た

事
例
が
み
ら
れ
、
自
転
車
使
用
中
は
常

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。
宮
本
ら
幻
も
自
転
車
は

本
来
走
行
中
の
方
が
安
定
し
た
乗
り
物

で
あ
り
、
押
し
て
歩
い
た
り
、
停
車
中

の
方
が
速
度
が
な
い
分
む
し
ろ
不
安
定

で
あ
り
、
安
全
と
は
い
え
な
い
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
法
律
で
は
1
6
歳
未
満
の
者

同
士
の
2
人
乗
り
、
自
転
車
の
3
.
人
乗

り
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調

査
で
は
2
人
乗
り
(
兄
、
姉
、
友
人
と
幼

児
)
の
事
故
が
9
例
、
3
人
乗
り
(
保
護

者
と
幼
児
2
人
)
の
事
故
が
7
例
あ
っ

た
。
米
国
小
児
科
学
会
の
勧
告
で
は
、

自
転
車
補
助
掩
子
の
使
用
は
生
後
1
2
カ

月
以
上
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
今

回
の
調
査
で
は
0
歳
児
の
自
転
車
同
乗

中
の
事
故
が
舷
例
み
ら
れ
た
。
宮
本
ら

の
は
、
自
転
車
補
助
椅
子
が
あ
ま
り
に

も
普
及
し
て
い
る
た
め
、
保
護
者
に
責

任
や
罪
の
意
識
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。

自
転
車
を
使
用
す
る
限
り
、
運
転
マ

ナ
ー
の
遵
守
は
必
要
最
低
限
の
義
務
で

あ
り
、
社
会
全
体
の
モ
ラ
ル
の
確
立
な

し
に
は
ど
ん
な
事
故
防
止
対
策
も
有
効

に
機
能
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
わ
が

国
で
も
自
転
車
乗
車
中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
法
制
化
は
緊
急
に
検
討
す
べ
き

課
題
と
思
わ
れ
る
が
、
法
制
化
に
当
た

っ
て
は
、
自
転
車
事
故
の
危
険
性
に
対

す
る
保
護
者
の
意
識
を
高
め
、
価
格
や

利
便
性
の
点
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
手
軽
に

着
用
で
き
る
よ
う
な
行
政
施
策
の
必
要

性
を
国
民
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
上
か
ら
の
押
し
付
け
で

は
な
く
、
自
転
車
乗
車
中
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
重
要
性
・
必
要
性
に
対
す
る

社
会
的
合
意
を
形
成
し
た
上
で
法
制
化

す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
自
転
車
事
故
に

ょ
る
死
傷
者
の
減
少
効
果
は
期
待
で
き

な
い
。
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